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2段配筋とした場合の鉄筋重心位置dt の計算 

 

2 段配筋とした場合の鉄筋重心位置は、断面 1 次モーメントより下式により計算します。 
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dt1（入力値） 
dt2 A1：1 段目の鉄筋断面積 

主筋のあき 
A2：2 段目の鉄筋断面積 

dt1：1 段目の鉄筋重心位置（入力値） 

dt2：2 段目の鉄筋重心位置（下式によります） 
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dtdt  主筋のあき  

丸鋼の場合の主筋のあき：max(2.5, 1.5×直径) 

異形の場合の主筋のあき：max(2.5, 1.5×呼び名) 

（1 段目と 2 段目で直径、呼び名が異なる場合は太い方を採用します） 

D1：1 段目の鉄筋最外径 

D2：2 段目の鉄筋最外径 

 

よって、今回の出力例の 2 段配筋とした場合の鉄筋重心位置は、 

1 段目：3-D25 A1＝3×5.07＝15.21 [cm2] 

2 段目：2-D25 A2＝2×5.07＝10.14 [cm2] 

dt1＝6.0 [cm] （入力値） 

主筋のあき＝max(2.5, 1.5×2.5)＝3.75 [cm] 

D25 の最外径＝2.8 [cm] 

より、 

55.12
2

8.2

2

8.2
75.30.62 dt [cm] 

6.862.8
14.1021.15

55.1214.100.621.15





dt [cm] 

となります。 
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